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（授業例）

学習内容

●自分の欲しいものの入手の仕方を考えよう

　店で買う以外にも、通信販売やインターネット、リサイクルショップ、フリーマーケットで買うなど、さまざまな販売方法

があることに気づく。

●身近な消費者トラブルについて考えよう

　ビデオ「若者が狙われている」などを視聴する。

自分や家の人が体験した販売方法について、調べたことを発表し、まとめる。

訪問販売への応対の仕方を、ロールプレイングで実際に演じてみる。

●賢い消費者の心得をまとめよう 

　身近な消費者トラブルや賢い消費者の心得をまとめ、家の人に「お知らせカード」を書く。

学習活動 教師の支援

●自分や家族の経験をできるだけたくさん出し合い、情報交

換をし、販売方法が多様化している現状に気づかせる。

1　ここ数年で自分や家族が体験した消費者トラブルを出し　

合う。

［消費者教育実践例］

　「賢い消費者になろう」（３学年家庭科）

◆中学生にかかわりの深い販売方法の特徴や消費者保護について理解する。

◆消費者として、適切な物資・サービスの選択、購入および活用をしていこうとする意欲を高める。

　生徒からは、毎年のように、家庭教師の紹介や教材販売の電話が、ひんぱんにかかってきて困ったという話が出てくる。そこで、社会

科公民分野において、消費者の権利と保護について学習した後、家庭科で消費者トラブルについて学習する。まず、生徒や家族が体

験した事例について調べたり、情報交換をしたりすることで、販売方法が多様化している現状に気づかせる。その後、応対の仕方をロ

ールプレイングで実際に演じることで、具体的にどのように対処したらよいかを考えさせ、今後の消費生活に生かすことができるようにした

い。消費者トラブルへの対処について、正しい知識をもち、それを自分の生活に生かしていこうとする実践的態度を育成したい。

［消費者教育実践事例］

消費者トラブルの対処法として
ロールプレイングを取り入れた授業












